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「尾張西国三十三所巡礼」札所の こと
The Amulet Offices of the Thirty-Three Pilgrimage Sites of Owari Province
日 沖 敦 子
Atsuko HIOKI
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
こ
と
日
沖
敦
子
は
じ
め
に
一
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
関
係
史
料
に
つ
い
て
一
一
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
と
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
三
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
由
来
-
菩
提
寺
の
こ
と
1
四
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
は
じ
ま
り
五
御
詠
歌
の
形
態
お
わ
り
に
は
じ
め
に
西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
巡
礼
が
隆
盛
を
極
め
、
や
が
て
各
地
方
で
も
こ
れ
ら
を
模
し
た
地
方
巡
礼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
も
例
外
で
は
な
く
、
全
国
的
に
広
が
る
地
方
巡
礼
の
流
れ
の
な
か
で
成
立
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
に
つ
い
て
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
確
認
し
て
い
る
御
詠
歌
の
写
本
や
一
枚
刷
の
順
拝
地
図
の
成
立
年
な
ど
か
ら
勘
案
す
る
に
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
は
十
七
世
紀
末
頃
盛
ん
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
名
古
屋
城
築
城
に
際
し
行
わ
れ
た
慶
長
の
清
洲
越
以
降
、
暫
く
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
今
後
の
調
査
へ
繋
ぐ
べ
く
、
ま
ず
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
把
握
す
る
い
く
つ
か
の
史
料
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
一
「
尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
関
係
史
料
に
つ
い
て
現
在
、
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
に
関
す
る
史
料
(書
写
年
代
が
凡
そ
明
ら
か
な
も
の
に
限
る
)
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
【御
詠
歌
関
係
写
本
】
(A
)
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『尾
張
三
十
三
所
観
音
札
所
・
御
城
下
順
礼
所
』
写
本
一
冊
。
薄
茶
地
墨
流
表
紙
。
明
朝
綴
。
外
題
(左
上
題
簽
〔金
銀
箔
散
〕
)
「札
所
観
音
記
附
六
地
蔵
」
。
縦
十
九
・
六
糎
、
横
十
三
・
四
糎
。
墨
付
十
七
丁
(遊
紙
七
丁
)
。
内
容
は
「尾
張
三
十
三
所
観
音
札
所
」
「御
城
下
順
礼
所
」
「尾
張
六
体
地
蔵
」
「名
護
屋
六
地
蔵
」
「七
観
音
縁
日
」
を
記
す
。
「尾
張
三
十
三
所
観
音
札
所
」
「御
城
下
順
礼
所
」
は
、
御
詠
歌
は
も
と
よ
り
、
各
札
所
の
位
置
、
本
尊
に
つ
い
て
も
記
す
。
蔵
書
印
「蓬
左
文
庫
」。
後
見
返
裏
の
反
故
紙
に
は
「元
禄
十
一
年
二
六
九
九
)
十
二
月
」
(
*
(
)
の
記
述
は
私
付
。
以
下
同
じ
)
と
あ
る
。
ま
た
、
「御
城
下
順
礼
所
」
の
後
に
は
「元
禄
十
六
(
一
七
〇
三
)
癸
未
天
三
月
日
写
之
吉
也
」
と
記
さ
れ
た
奥
書
が
あ
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
分
類
番
号
、
中
二
八
三
。
(B
)
本
證
寺
林
松
院
文
庫
蔵
『尾
張
国
三
拾
三
所
順
拝
御
詠
歌
』
(
C
)
(
D
)
写
本
一
冊
。
藍
色
厚
紙
表
紙
。
明
朝
綴
。
外
題
「尾
張
国
三
拾
三
所
順
拝
御
詠
歌
」
(中
央
打
付
)。
内
題
無
し
。
縦
二
四
・
八
糎
、
横
二
〇
・
四
糎
。
九
丁
。
内
容
は
、
各
札
所
や
御
詠
歌
を
順
に
記
す
。
表
紙
右
に
「嘉
永
七
(
一
八
五
四
)
寅
穐
反
古
中
依
見
之
掌
翫
是
者
東
山
八
代
以
□
□
住
職
亮
遍
法
印
書
也
」
(
□
は
破
損
等
に
よ
り
判
読
不
可
、
以
下
同
じ
)
と
あ
り
、
ま
た
、
三
十
三
番
御
詠
歌
の
後
に
「
一
宮
/
福
寿
院
亮
遍
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
よ
り
、
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
札
所
」
二
十
六
番
福
寿
院
の
僧
亮
遍
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
御
詠
歌
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
見
返
の
反
故
に
は
「明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
」
と
確
認
で
き
、
明
和
三
年
以
降
、
遠
か
ら
ざ
る
時
期
の
書
写
と
推
察
さ
れ
る
。
『
張
州
年
中
行
事
抄
』
(『
名
古
屋
叢
書
三
編
』
第
八
巻
所
収
)
『張
州
年
中
行
事
抄
』
に
は
、
明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
の
自
序
が
あ
る
。
『名
古
屋
叢
書
』
の
解
説
(市
橋
鐸
氏
の
旧
稿
を
元
に
芥
子
川
律
治
氏
が
書
き
改
め
た
も
の
)
は
、
「お
そ
ら
く
こ
の
書
の
完
結
に
は
数
年
を
要
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
」
と
し
、
明
和
六
年
以
降
数
年
が
本
書
の
成
立
年
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『尾
張
西
国
三
十
三
所
順
礼
』
(写
本
一
冊
)
写
本
一
冊
。
共
紙
表
紙
。
大
和
綴
。
外
題
「尾
張
西
国
三
十
三
所
順
礼
」
(中
央
打
付
)
。
内
題
「尾
張
西
国
三
十
三
所
順
礼
」。
縦
二
一
・
五
糎
、
横
十
三
・
四
糎
。
十
三
丁
。
内
容
は
、
は
じ
め
に
各
札
所
を
配
列
し
(御
詠
歌
の
配
列
は
番
数
通
り
で
は
な
い
)
、
続
い
て
、
「三
十
三
所
御
詠
歌
」
を
順
に
配
列
す
る
。
後
表
紙
に
「文
久
二
二
八
六
二
)
壬
戌
年
/
十
二
月
吉
日
/
谷
口
忠
左
衛
門
扣
」
(御
詠
歌
と
同
筆
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
「文
久
二
年
壬
戌
年
(
一
八
六
二
)
」
と
考
え
ら
れ
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
分
類
番
号
、
雑
三
二
一
〇
。
【巡
礼
案
内
及
び
地
図
】
(E
)
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『尾
張
西
国
順
拝
地
図
』
(後
掲
参
考
資
料
)
一
枚
物
。
縦
四
〇
・
七
糎
、
横
二
八
・
四
糎
。
図
中
「丹
羽
郡
小
杉
村
布
袋
野
薬
屋
太
蔵
施
主
」
。
地
図
中
央
部
「尾
張
西
国
三
十
三
所
道
法
札
を
打
か
ふ
き
や
う
を
御
取
被
成
行
く
れ
候
所
に
て
坊
を
た
の
み
と
ま
り
て
よ
し
□
□
十
分
に
上
□
□
被
成
候
」
と
あ
る
。
旧
蔵
書
印
「浅
野
文
文
庫
」
「尾
崎
久
弥
旧
蔵
」
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
分
類
番
号
、
尾
三
-
八
一
。
な
お
、
こ
の
『順
拝
地
図
』
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
、
一
番
札
所
「甚
目
寺
」
と
二
番
札
所
「ほ
り
江
」
(長
谷
院
、
長
谷
寺
)
の
距
離
を
「八
丁
」
(約
八
七
二
m
)
と
記
し
て
い
る
点
が
参
考
に
な
る
。
長
谷
院
は
、
慶
長
十
八
年
(
一
六
一
三
)
の
清
洲
越
の
際
、
阿
弥
陀
寺
(現
、
名
古
屋
市
中
区
大
須
二
丁
目
)
の
寺
内
に
移
さ
れ
た
が
、
天
保
十
三
年
二
八
三
二
)
に
杉
屋
佐
助
の
尽
力
に
よ
り
、
再
び
現
在
地
(現
、
清
洲
市
桃
栄
三
丁
目
)
へ
戻
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
『
順
拝
地
図
』
は
、
天
保
十
三
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
(
「長
谷
院
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
お
伽
草
子
『
姥
皮
』
の
成
立
背
景
」
『
昔
話
研
究
と
資
料
』
三
四
号
、
二
〇
〇
六
参
照
)
。
(F
)
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『霊
場
順
拝
案
内
』
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
刊
記
「昭
和
六
年
(
一
九
三
一
)
十
月
/
施
主
鳥
伊
本
店
」
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
分
類
番
号
、
尾
R
l
二
一
一
。
【所
蔵
先
不
明
本
】
(G
)
「尾
張
計
三
所
名
古
屋
計
三
所
並
四
観
音
六
地
蔵
之
記
」
↓
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
西
国
三
十
三
所
展
覧
会
陳
列
目
録
』
(主
催
観
音
瞻
仰
会
、
後
援
西
国
三
十
三
札
所
/
昭
和
九
年
九
月
一
日
よ
り
同
年
同
月
五
日
ま
で
。
会
場
名
古
屋
松
坂
屋
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
分
類
目
録
、
尾
B
三
-
三
〇
)
に
、
「
写
本
一
冊
。
半
紙
本
。
伯
卿
(写
)。
元
文
五
(写
)。
外
題
「尾
張
計
三
所
名
古
屋
計
三
所
並
四
観
音
六
地
蔵
之
記
」
」
と
あ
り
、
写
本
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
所
在
不
明
で
あ
る
。
二
「
尾
張
西
国
一一一十
三
所
巡
礼
」
札
所
と
「尾
張
三
十
一一一所
巡
礼
」
札
所
さ
て
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
に
は
、
ど
の
よ
う
な
札
所
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
巡
礼
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
、
先
に
挙
げ
た
史
料
の
う
ち
、
札
所
が
記
さ
れ
た
(A
)
～
(E
)
に
記
さ
れ
た
札
所
を
一
覧
し
て
み
よ
う
(【表
1
】)
。
各
本
に
記
さ
れ
た
札
所
を
三
十
三
番
ま
で
確
認
す
る
と
、
呼
称
に
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
、
別
称
で
あ
っ
て
、
同
寺
を
指
す
。
現
時
点
で
筆
者
が
確
認
し
た
史
料
の
う
ち
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
に
関
す
る
古
い
記
録
は
、
(
A
)
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『尾
張
三
十
三
所
観
音
札
所
・
御
城
下
順
礼
所
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
の
が
、
(
B
)
本
證
寺
林
松
院
文
庫
蔵
『
尾
張
国
三
拾
三
所
順
拝
御
詠
歌
』
と
な
る
。
「
尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
こ
と
(
日
沖
)
さ
て
、
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
、
巡
礼
経
路
は
、
一
番
札
所
甚
目
寺
観
音
に
は
じ
ま
り
、
春
日
井
市
、
名
古
屋
市
、
津
島
市
、
一
宮
市
、
江
南
市
、
犬
山
市
の
札
所
を
め
ぐ
り
、
犬
山
市
の
継
鹿
尾
山
八
葉
蓮
台
寺
寂
光
院
が
三
十
三
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
ら
の
札
所
は
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
『
尾
張
三
十
三
ヵ
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り
』
(満
願
寺
教
化
部
、
一
九
六
九
)
を
見
る
と
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
一
番
札
所
は
大
須
観
音
宝
生
院
で
あ
り
、
知
多
半
島
、
海
部
郡
、
稲
沢
市
、
岩
倉
市
、
犬
山
市
、
小
牧
市
、
瀬
戸
市
を
め
ぐ
り
、
三
十
三
番
は
八
事
興
正
寺
で
終
わ
る
と
い
う
巡
礼
経
路
に
な
っ
て
い
る
。
大
須
観
音
宝
生
院
か
ら
始
ま
る
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
と
甚
目
寺
観
音
か
ら
始
ま
る
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
に
は
共
通
す
る
点
も
あ
る
が
、
異
な
る
点
も
多
い
。
そ
れ
で
は
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
三
「
尾
張
西
国
一一一十
三
所
巡
礼
」
1
菩
提
寺
の
一」
と
ー
札
所
の
由
来
ま
ず
、
甚
目
寺
を
一
番
札
所
と
す
る
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
札
所
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
張
州
年
中
行
事
抄
』
(以
下
『
行
事
抄
』
、
明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
自
序
)
に
あ
る
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
(『行
事
抄
』
に
は
「尾
張
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
と
あ
り
呼
称
は
異
な
る
が
、
札
所
は
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
に
あ
た
る
)
の
由
緒
を
記
し
た
冒
頭
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
観
音
の
三
十
三
身
普
門
品
に
は
十
九
応
身
を
説
け
り
。
楞
厳
経
に
三
十
二
説
あ
り
。
本
身
を
合
せ
て
三
十
三
身
也
。
法
華
に
は
妙
音
三
十
八
の
凡
聖
身
を
と
け
り
。
是
西
国
三
十
三
所
の
順
礼
に
准
じ
て
参
詣
す
。
中
比
春
日
井
郡
品
野
村
菩
提
寺
住
侶
順
礼
を
貴
み
、
当
国
の
霊
仏
に
詣
せ
し
む
る
の
来
由
、
彼
寺
の
石
牌
に
記
す
。
右
の
傍
線
部
の
菩
提
寺
(現
、
瀬
戸
市
上
品
野
町
)
に
つ
い
て
は
、
『
尾
張
志
』
六
(天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
序
)
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
菩
提
寺
/
上
品
野
村
に
あ
り
。
寂
場
山
と
号
し
、
吉
根
村
龍
泉
寺
の
末
寺
な
り
。
天
平
年
中
、
行
基
菩
薩
創
建
し
、
み
つ
か
ら
千
手
観
音
の
像
を
作
り
て
安
置
せ
し
由
、
い
ひ
伝
へ
た
り
。
同
様
の
由
緒
は
『尾
張
徊
行
記
』
ほ
か
『張
州
雑
志
』
に
や
や
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
菩
提
寺
住
職
が
巡
礼
し
た
経
緯
や
「彼
寺
の
石
碑
」
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
菩
提
寺
に
は
「彼
寺
の
石
碑
」
に
該
当
す
る
よ
う
な
石
碑
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
度
重
な
る
天
災
に
よ
り
、
菩
提
寺
に
関
す
る
古
い
記
録
も
残
っ
て
い
な
い
。
「彼
寺
の
石
碑
」
に
あ
る
と
い
う
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
札
所
」
の
由
来
に
関
す
る
詳
細
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
菩
提
寺
の
由
緒
書
は
、
寺
の
由
来
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
菩
提
寺
の
由
来
/
尾
張
城
東
西
国
三
十
三
観
音
第
二
十
九
番
札
所
/
天
台
宗
寂
場
山
菩
提
寺
/
菩
提
寺
は
千
弐
百
六
十
年
前
、
養
海
上
人
に
よ
つ
て
開
基
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
は
千
手
観
世
音
菩
薩
を
奉
り
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
・
弘
法
大
師
・
役
の
行
者
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
堂
東
に
は
大
正
十
四
年
に
出
雲
大
社
よ
り
招
福
の
神
「え
び
す
」
様
を
迎
え
お
奉
り
し
て
あ
り
ま
す
。
菩
提
寺
は
、
こ
の
地
方
ば
か
り
で
な
く
国
内
で
も
有
数
な
霊
山
で
加
持
祈
祷
の
道
場
で
し
た
。
昭
和
四
年
に
立
派
な
本
堂
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
の
本
堂
は
昭
和
三
十
六
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。
菩
提
と
は
、
「正
し
く
最
上
の
覚
り
」
と
言
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
菩
提
寺
の
境
内
は
お
釈
迦
様
が
一
代
妙
法
蓮
華
経
を
御
説
き
に
な
っ
た
菩
提
道
場
に
そ
っ
く
り
だ
そ
う
で
、
仏
縁
の
深
き
こ
と
が
心
に
浮
か
べ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
合
掌
/
ご
詠
歌
/
し
な
の
や
ま
の
ぼ
れ
ば
こ
こ
に
ぼ
だ
い
じ
ゅ
の
は
な
さ
く
た
ね
と
な
る
ぞ
う
れ
し
き
/
菩
提
寺
の
主
な
祭
司
/
初
え
び
す
一
月
五
日
午
前
0
時
よ
り
/
初
弘
法
旧
暦
三
月
二
十
一
日
/
観
音
祭
八
月
十
七
日
こ
の
ほ
か
、
平
成
十
五
年
度
に
行
わ
れ
た
「菩
提
寺
資
料
調
査
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
菩
提
寺
の
寺
宝
に
は
次
の
三
点
が
あ
る
と
い
う
。
【
1
】
絹
本
著
色
不
動
明
王
画
像
一
幅
軸
裏
に
墨
書
で
「
〔(破
損
、
不
動
力
)
尊
/
(破
損
、
享
力
)
〕
和
元
歳
/
武
州
埼
玉
郡
尾
(瓦
力
)
曽
根
照
蓮
院
香
林
房
演
誓
求
之
/
文
化
五
戌
辰
歳
二
月
/
譲
宏
(カ
)
順
和
尚
/
大
御
堂
院
/
香
林
演
誓
(花
押
)」
と
あ
り
、
享
和
元
年
(
一
八
〇
一
)
に
武
蔵
国
埼
玉
郡
尾
(瓦
力
)
曽
根
(現
、
埼
玉
県
越
谷
市
)
照
連
院
の
香
林
坊
が
こ
の
掛
軸
を
手
に
入
れ
、
文
化
五
年
(
一
八
〇
八
)
に
宏
(カ
)
順
和
尚
に
譲
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【
2
】
絹
本
著
色
千
手
観
音
三
尊
画
像
一
幅
軸
裏
に
墨
書
で
「本
尊
千
手
観
音
菩
薩
」
「安
政
二
年
六
月
/
現
主
宝
海
代
新
調
之
/
修
復
施
主
当
村
/
深
見
善
太
/
長
江
音
助
/
長
江
松
重
/
長
江
兵
蔵
/
明
治
三
十
三
年
九
月
/
現
主
鉄
浄
代
右
修
復
」
と
あ
り
、
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
に
宝
海
住
職
に
よ
り
新
調
さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
(
一
九
〇
〇
)
に
修
復
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
【
3
】
絹
本
著
色
三
宝
荒
神
画
像
一
幅
軸
裏
に
墨
書
で
「三
宝
荒
神
」
「弘
化
二
年
八
月
/
現
主
全
説
代
修
復
/
明
治
三
十
三
年
九
月
/
現
主
鉄
浄
代
修
復
/
修
復
施
主
当
村
/
加
藤
文
四
郎
/
深
見
鉄
五
郎
/
同
丑
太
郎
/
水
野
左
兵
衛
」
と
あ
り
、
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)
に
全
説
住
職
に
よ
り
修
復
さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
(
一
九
〇
〇
)
に
、
【
2
】
の
掛
軸
と
共
に
修
復
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
十
九
世
紀
以
降
の
も
の
で
、
寺
の
由
緒
を
知
る
手
が
か
り
と
は
な
り
得
な
い
。
む
し
ろ
先
に
述
べ
た
『行
事
抄
』
の
記
述
こ
そ
、
菩
提
寺
の
記
録
と
し
て
は
古
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
寺
の
由
緒
の
詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
実
際
、
草
深
い
寺
へ
続
く
小
道
を
歩
い
て
い
く
と
、
菩
薩
像
や
道
標
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
(【写
真
1
】
【写
真
2
】)
。
風
化
し
て
し
ま
い
、
殆
ど
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
一
部
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
道
標
に
記
さ
れ
た
文
字
を
確
認
す
る
と
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
「
(
□
一
字
ア
ル
カ
?
)
享
□
□
□
四
月
二
日
」
と
あ
っ
た
。
貞
享
(
一
六
八
四
～
一
六
八
八
)
、
延
享
(
一
七
四
四
～
一
七
四
八
)
、
享
和
(
一
八
〇
一
～
一
八
〇
四
)
の
い
ず
れ
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
り
、
貞
享
ま
で
遡
る
か
ど
う
か
は
難
し
い
と
し
て
も
、
近
世
後
期
に
は
遡
り
得
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
四
「
尾
張
三
十
一一一所
巡
礼
」
札
所
の
は
じ
ま
り
そ
れ
で
は
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
は
い
つ
か
ら
影
を
潜
め
、
現
行
の
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
が
隆
盛
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
事
実
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
と
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
に
は
、
番
は
異
な
れ
ど
、
共
通
す
る
札
所
が
九
箇
所
確
認
で
き
る
(移
転
な
ど
に
よ
る
所
在
地
の
異
な
り
は
問
題
と
し
な
い
)
。
次
に
、
そ
の
九
箇
寺
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
以
下
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
を
「尾
張
西
国
」、
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
を
「尾
張
」
と
略
記
す
る
。
①②③④⑤⑥⑦⑧⑨
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
(【尾
張
西
国
】
第
六
番
/
【尾
張
】
第
番
)
天
林
山
笠
覆
寺(【尾
張
西
国
】
第
十
五
番
/
【尾
張
】
第
三
番
)
岩
屋
山
岩
屋
寺(【尾
張
西
国
】
第
十
二
番
/
【尾
張
】
第
七
番
)
浄
海
山
観
音
寺(【尾
張
西
国
】
第
十
七
番
/
【尾
張
】
第
十
二
番
)
鳳
鳳
山
甚
目
寺(【尾
張
西
国
】
第
番
/
【尾
張
】
第
十
六
番
)
継
鹿
尾
山
寂
光
院
(【尾
張
西
国
】
第
三
三
番
/
【尾
張
】
第
二
十
番
)
愛
藤
山
小
松
寺(【尾
張
西
国
】
第
七
番
/
【尾
張
】
第
二
一
番
)
小
牧
山
龍
音
寺(【尾
張
西
国
】
第
五
番
/
【尾
張
】
第
二
四
番
)
松
洞
山
龍
泉
寺(【尾
張
西
国
】
第
十
一
番
/
【尾
張
】
第
二
五
番
)
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
確
か
な
成
立
年
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
確
認
す
る
御
詠
歌
書
や
順
拝
地
図
な
ど
の
成
立
年
か
ら
勘
案
す
る
に
、
十
七
世
紀
末
頃
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
成
立
は
、
江
戸
時
代
前
期
以
降
の
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
が
、
明
治
維
新
に
よ
る
廃
仏
殿
釈
の
影
響
に
よ
り
衰
退
し
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
に
よ
る
巡
礼
道
の
断
絶
、
寺
院
の
焼
失
な
ど
に
よ
り
、
戦
後
復
興
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
幡
良
雄
氏
(『
尾
張
三
十
三
カ
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り
』
満
願
寺
教
化
部
、
一
九
六
九
)
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
三
年
、
信
者
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
三
十
三
観
音
霊
場
結
成
の
機
運
が
高
ま
り
、
八
事
山
興
正
寺
で
開
創
大
法
会
が
行
わ
れ
、
現
行
の
「尾
張
三
十
三
所
巡
礼
札
所
」
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
。
五
御
詠
歌
の
形
態
さ
て
、
下
仲
一
功
氏
(
「巡
礼
歌
(御
詠
歌
)
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て
」
(『
巡
礼
論
集
1
巡
礼
研
究
の
可
能
性
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
〇
)
は
、
巡
礼
の
歌
謡
の
形
式
的
構
造
と
し
て
、
「固
有
名
詞
の
使
用
比
率
が
、
全
体
と
し
て
非
常
に
高
い
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
「詞
章
の
重
層
性
を
も
つ
意
味
内
容
が
準
備
さ
れ
て
い
る
」
点
に
巡
礼
歌
謡
の
面
白
さ
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
の
御
詠
歌
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
三
の
御
詠
歌
の
う
ち
、
二
十
六
歌
に
各
寺
院
名
や
地
名
が
確
認
で
き
た
。
仮
に
、
本
證
寺
林
松
院
文
庫
蔵
『尾
張
国
三
拾
三
所
順
拝
御
詠
歌
』
に
拠
り
、
例
を
示
す
な
ら
ば
、
二
番
「堀
江
山
長
谷
院
」
御
詠
歌
の
「か
さ
ゝ
き
の
露
の
落
葉
を
尋
れ
は
ほ
り
江
な
ふ
て
は
如
何
す
む
へ
き
」
の
よ
う
に
、
そ
の
寺
院
の
所
在
地
や
山
号
を
踏
ま
え
た
も
の
。
そ
し
て
、
七
番
「小
松
寺
」
の
御
詠
歌
「山
高
き
小
松
に
か
ゝ
る
ふ
し
な
み
は
む
か
ひ
の
雲
を
よ
る
か
と
そ
み
へ
」
の
よ
う
に
、
寺
院
名
を
掛
け
た
も
の
も
あ
る
。
掛
け
方
は
、
十
番
「大
光
寺
」
御
詠
歌
「お
ほ
き
な
る
ひ
か
り
の
寺
と
聞
時
は
の
ち
の
や
み
ち
も
た
の
も
し
の
身
や
」
の
よ
う
に
、
句
に
文
章
化
し
て
寺
院
名
を
織
り
込
ん
だ
詠
歌
も
あ
る
。
ま
た
、
二
十
一
番
「常
楽
寺
」
御
詠
歌
「あ
り
か
た
や
千
首
の
道
は
近
く
し
て
浄
土
の
道
に
を
も
む
き
そ
す
る
」
の
よ
う
に
、
本
尊
(千
手
観
音
)
を
御
詠
歌
に
織
り
込
ん
だ
歌
も
あ
る
。
下
仲
氏
が
御
指
摘
さ
れ
た
「詞
章
の
重
層
性
を
も
つ
意
味
内
容
」
は
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
御
詠
歌
に
も
や
は
り
共
通
し
て
確
認
で
き
る
。
御
詠
歌
は
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
文
言
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
の
御
詠
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
(【表
2
】)。
各
伝
本
に
記
さ
れ
た
御
詠
歌
の
異
同
(場
合
に
よ
っ
て
は
異
同
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
ら
な
い
大
き
な
相
違
)
は
、
口
承
を
基
本
と
す
る
、
御
詠
歌
の
伝
承
形
態
の
特
性
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
【表
2
】
尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
札
所
・
尾
張
三
十
三
所
巡
礼
札
所
御
詠
歌
一
覧
後
の
世
を
ね
か
ふ
心
は
か
ろ
く
共
仏
の
誓
お
も
き
石
山
か
け
そ
め
し
法
の
舟
橋
打
渡
り
安
た
の
し
む
寺
に
着
け
り
お
わ
り
に
元
禄
十
六
年
(
一
七
〇
三
)
に
記
さ
れ
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『尾
張
三
十
三
所
観
音
札
所
・
御
城
下
順
礼
所
』
の
末
尾
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
夫
大
慈
大
悲
の
光
は
、
天
地
に
満
四
海
を
照
す
。
徳
の
高
き
を
自
域
に
て
比
せ
ん
と
す
れ
共
、
筆
端
に
は
不
尽
、
霊
験
霊
夢
の
衆
た
な
る
。
時
し
ら
ぬ
山
の
雪
ふ
り
積
る
消
す
み
絶
ぬ
る
如
し
。
抑
、
此
順
礼
、
性
空
・
仏
眼
・
徳
道
の
三
聖
、
初
て
修
行
ま
し
ま
す
。
誠
に
千
手
の
瑞
験
万
珠
な
れ
ば
、
記
す
る
に
か
た
し
。
今
爰
に
不
思
議
を
お
も
ん
見
る
に
、
塙
の
何
か
し
妻
、
瘤
疾
に
浮
沈
有
し
に
、
夫
婦
志
を
一
に
し
て
、
専
修
に
祈
を
掛
ま
く
も
恭
し
や
。
観
世
音
の
瑞
験
あ
ら
た
に
顕
れ
、
快
な
り
ぬ
。
此
礼
に
尾
陽
城
下
に
お
ゐ
て
計
三
所
順
礼
を
初
奉
ら
ん
と
云
し
に
、
其
友
の
日
、
ふ
思
議
成
哉
、
予
と
又
外
に
壱
人
、
此
口
す
さ
ひ
を
聞
に
、
事
□
□
毫
も
た
か
は
さ
る
事
有
に
よ
り
、
予
も
順
礼
を
修
せ
ん
と
也
。
愚
、
又
其
外
未
残
詳
に
聞
に
、
是
他
の
事
に
非
　ぽ
カ
　
す
。
彼
古
へ
の
三
聖
の
涙
、
挟
を
う
る
を
□
□
□
を
合
す
。
誠
に
心
合
、
衆
に
通
す
る
と
歌
。
此
道
を
修
行
せ
ん
輩
は
、
二
世
安
楽
疑
な
し
。
然
ば
、
し
る
処
つ
た
な
き
言
の
葉
を
も
顧
す
、
唯
、
其
精
誠
を
三
十
一
文
字
に
つ
ら
ぬ
く
。
御
園
に
上
て
、
是
を
そ
の
ふ
。
天
下
泰
平
、
国
土
安
穏
、
武
運
長
久
。
元
禄
十
六
癸
未
天
三
月
日
写
之
者
也
。
塙
何
某
の
妻
が
長
く
患
っ
て
い
た
病
状
が
安
定
し
な
い
た
め
、
病
気
の
回
復
を
願
い
、
志
ひ
と
つ
に
た
だ
た
だ
祈
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
観
音
の
瑞
験
が
表
れ
て
、
病
が
快
癒
し
た
と
い
う
出
来
事
が
あ
り
、
そ
の
お
礼
に
城
下
で
は
三
十
三
所
巡
礼
が
始
ま
っ
た
と
当
時
伝
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
本
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
札
所
と
併
せ
て
、
北
野
山
真
福
寺
、
堀
江
山
長
谷
院
、
巻
窓
院
、
慈
眼
山
千
手
院
、
氏
政
山
隆
正
寺
と
続
く
「御
城
下
順
礼
所
」
の
三
十
三
所
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
『
張
州
年
中
行
事
抄
』
に
は
、
同
様
の
札
所
が
「府
下
三
十
三
所
順
礼
札
所
」
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
に
「此
順
拝
は
塙
氏
の
何
某
の
室
女
の
病
疾
を
折
に
、
瑞
験
新
に
し
て
身
心
快
く
成
ぬ
。
因
て
府
下
三
十
三
所
の
観
音
を
順
拝
す
る
の
権
輿
と
な
り
ぬ
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
霊
験
諦
は
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
で
は
な
く
「府
下
三
十
三
所
順
礼
札
所
」
の
由
来
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
庶
民
が
日
常
生
活
の
中
で
身
近
に
体
験
し
た
奇
蹟
と
利
益
が
巡
礼
の
は
じ
ま
り
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
今
後
は
引
き
続
き
、
札
所
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
「尾
張
西
国
三
十
三
所
巡
礼
」
の
各
札
所
の
寺
院
史
料
を
確
認
し
つ
つ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
(謝
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)
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覧
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掲
載
の
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を
賜
り
ま
し
た
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
お
よ
び
小
山
正
文
師
に
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
(研
究
紀
要
編
集
部
は
、
編
集
発
行
規
程
第
五
条
に
基
づ
き
、
本
原
稿
の
査
読
を
論
文
審
査
委
員
会
に
依
頼
し
、
本
原
稿
を
本
誌
に
掲
載
可
と
す
る
判
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を
受
理
す
る
。
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